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あ と が き
横 山 俊 夫
共同研究班 ｢東アジアの日常における両界媒介事象の比較研究｣(1994.4-1997.3)の報告
を公表するにあたり,班長 三浦国雄氏 (上記期間,当研究所客員教授)の意向もあり,紀要 『人
文学報』の誌面を使うことになった｡
章立ては, 寄せられた論文の特性をもとに, つぎの四領域に分けて順次配列した｡ ま






れる｡ 最後が,文字や音声や身体がはたす媒介機能の諸相の分析 (ルビンジャー 論文,後藤論文,
藤田論文)｡文字言語が文化に占める位置の再考をうながす｡
およそ生命あるところ, 否, 非生命界も,媒介としての働きを一切なさずに存在する
ものはない｡ 媒介者や媒介物は, これまで主たる個体間を仲立ちするものとして, いわ
ば脇役, 背景, 環境と見なされがちであったが,現実世界の複雑さをそこなうことなく
捉えようとすれば,つまりかかわりある生物や非生物それぞれの重さをそのままに受け
とめようとすれば,むしろ仲立ちこそ, さらに言えば,仲立ちが生み出す (間)や (組
み合わせ)こそが,つぎのコトを生起させる存在であるとの前提に立ったほうが良い｡
このような見方は,世界をまず構成要素に分け, その ｢主｣たる個体の構造を調べると






























多くの有効な支援を受けた｡ また, このかたちでの出版の実現には, 当研究所出版委員
の山本有造氏,事務室会計係長の田原 親氏のご高配があった｡末筆ながら,記して謝意
を表したい｡ (2002.1.25)
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